
「人生で最も誇りに思う瞬間がやってきた！」
「それはまさに私たちの家でした！　メアリーの目には2粒の涙が光っていましたが、口元には微笑がありました。彼女が何を考えていた
か、私には分かります。」 
　「5年前、勇気を持って2人で生活を始めました！　最初の1カ月で、2人分の生活費は1人分ほど安くはないという、あまりにも当たり
前のことを学びました。私は働きに出るために、その頃通っていた学校を辞めましたが、毎週渡される給料袋の薄さに、自分の職業訓練
不足を思い知らされました。1年も経たないうちにベティーが誕生し、3人家族になりました。この間、生活費はうなぎのぼりで、変わら
ないのは、私の給料と自分の能力だけでした。」 
　「そしてある晩、メアリーが私のところに来て言いました。『ジム、もう一度学校に行ったらどうかしら？　自宅でコースを履修する
というのはどう？　私がお裁縫をしている夕食後の1～2時間で済ませられるわ。勉強して、何か1つのことをできるようになるのよ。きっ
とできるわ。あなたなら必ずできると思うの。』」 
「そこで私たちは、そのことについて話し合い、まさにその晩、私はスクラントン行きの手紙を書きました。数日後にはもう、私の仕事
に関連したコースを取っていました。私がこれまで仕事の中で分からなかったことが、どんどん分かるようになるのには驚きました。新
たな興味も湧いてきました。すぐにチャンスがやってきました。私はそのチャンスをつかみ、昇進することができたのです。給料も上が
りました。その後さらに昇進し、少し貯金ができるほど、稼げるようになりました。世の中、そういうものだったんです。」 
「今では、最も望んでいた夢がかないました。メアリーがあこがれていた快適な家具を揃えた持ち家を手に入れることができたのです。
彼女の言葉を借りれば、ベティーがここで育ったことを誇りに思えるような小さな住まいです。」

　「今振り返ると、手探り状態だった最初の数年間を後悔しています。夕食後、毎晩、
そのチャンスのドアは私に向かって大きく開かれていたにもかかわらず、見過ごして
いたんですね。毎晩訪れるそうした時間がゴールデンアワーだと気づかせてくれたメ
アリーに、今ではとても感謝しています。」 
　都心であろうと、地方であろうと、夕食後の数時間、International 
Correspondence Schools（I.C.S.）から教材を取り寄せ、より給料が高く、より大
きな仕事に向けて準備をすることによって、幸せで裕福な家庭を築いている人がアメ
リカ中にいます。この29年間で、200万人以上の男女が、空き時間を利用したI.C.S.
での学習によって昇進を果たしています。今現在、10万人以上の人々が夕方の時間を
収入に変えているのです。毎日数百人の人々が学習を開始しています。 
　あなたも、一番好きな仕事で好きなポジションを手に入れることができます。お気
に入りの家具を揃えた家を家族に買ってやれる給料を手に入れることができます。も
ちろん、あなたにも可能です！　年齢、仕事、財力にかかわらず、あなたにもできま
す！ 
　私たちがお願いするのは、それを証明するためのチャンスをくださいということだ
けです。いい話じゃありませんか？！　さあ、このクーポンに必要事項を記入してお
送りください。何の義務も発生しません。費用も一切かかりません。それでも、あな
たの人生で最も重要なステップになるかもしれません。さあ、今すぐクーポンを切り
取ってお送りください。


